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案　　　件　　　名 結果

賛否 （ ○……賛成　×……反対　−……賛否に加わっていない ）
公明党
議員団

日本共産
党議員団 岩出クラブ 郁青青

ク ラ ブ ネット岩出

田
畑
昭
二

玉
田
隆
紀

奥
田
富
代
子

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

上
野
耕
志

山
本
重
信

松

下　

元

三
栖
慎
太
郎

吉
本
勧
曜

井
神
慶
久

福
岡
進
二

田
中
宏
幸

尾
和
弘
一

旧和歌山県議会議事堂管理条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（
議
長
の
た
め
、
賛
否
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。）

○ ○ ○ ○

平成３０年度岩出市一般会計補正予算（第２号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成３０年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成３０年度岩出市介護保険特別会計補正予算
（第２号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道路線の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ねごろ歴史の丘（ねごろ歴史資料館、ねごろ歴史の
丘物販・情報施設、旧和歌山県議会議事堂）の指定
管理者の指定について

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

小中学校の普通教室すべてに空調設備の設置を求め
る請願書の提出について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※案件名は、正式議案名ではありません。

平成30年第3回定例会議決結果

平成29年度一般会計等決算議案7件を審査するため、平成30年 10月 9日から10月 12日
まで開催しました。

決算審査特別委員会委員（平成３０年９月６日選任）
委 員 長 福 山 晴 美（岩出クラブ） 副委員長 福 岡 進 二（ネット岩出）
委 員 井 神 慶 久（ネット岩出） 委 員 松 下   元（郁青青クラブ）
委 員 三 栖 慎 太 郎（郁青青クラブ） 委 員 上 野 耕 志（岩出クラブ）
委 員 奥 田 富 代 子（公明党議員団） 委 員 市 來 利 恵（日本共産党議員団）

〇平成２９年度岩出市一般会計歳入歳出決算認定 〇平成２９年度岩出市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定

〇平成２９年度岩出市介護保険特別会計歳入歳出決
算認定

〇平成２９年度岩出市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定

〇平成２９年度岩出市下水道事業特別会計歳入歳出
決算認定

〇平成２９年度岩出市墓園事業特別会計歳入歳出決
算認定

〇平成２９年度岩出市水道事業会計剰余金の処分及
び収入支出決算認定

決算審査特別委員会の審査

いわで議会だより − 2−いわで議会だより



小中学校の普通教室すべてに空調設備設置を求める請願書

請願書

「岩出市立小中学校すべての
　　普通教室への空調設備設置の請願書」

全議員の賛成により提出

岩出市立小中学校の施設整備については、校舎の老朽化による長寿命化、トイレ改修や

下水道設備の接続等、計画的に進めていただき、保健室、音楽室、図書室等の特別教室に

空調設備が設置されているところであります。

普通教室の空調設備設置率については、公立小中学校の場合、１９９８年に３．７％で

あったものが２０１７年には４９．６％に上昇しております。それでも全国の教室の半数

であり、また、都道府県によっても設置率の格差が大きくなっている現状があります。

文部科学省の学校施設環境改善交付金の予算額の推移では、平成１０年度に１，

７３１億円あったものが平成３０年度には６８２億円と大幅に減少されている中、今後の

猛暑対策として、秋の臨時国会に大幅な補正予算が提出されると報道されております。

和歌山県内市町村の空調設備設置率については、昨年度から今年度にかけて、小学校で

は３２．９％増の６９．３％に、中学校では１３．１％増の７２．６％に上昇しております。

こうした中、和歌山県教育委員会では、各市町村に対し空調設備を設置するよう呼びかけ、

平成３２年度を目途にすべての市町村で設置率を１００％にすることを目指すと報道され

ているところです。

岩出市においても、今回の国・県の動向を捉え、補助金・交付金の獲得に向け努力して

いただき、市内小中学校すべての普通教室に空調設備を早期に設置し、児童生徒の安全か

つ快適に学べる環境整備に努めていただきますよう請願いたします。

　平成３０年９月１４日

和歌山県岩出市議会　　　　

岩出市長　中芝　正幸　様

いわで議会だよりいわで議会だより− 3−



山 本 重 信　議員 5頁
◎　市立小中学校すべての普通教室への空調設備
設置について

梅 田 哲 也　議員 6頁

◎　コミュニティスクールについて
◎　読書好きの子供の育成について
◎　全国学力学習状況調査の結果と課題について

玉 田 隆 紀　議員 7頁
◎　災害対策について
◎　ゴミ対策について

奥 田 富 代 子　議員 8頁
◎　子育て世代包括支援センター開設について
◎　教職員の働き方改革について
◎　小中学生の自転車事故について

尾 和 弘 一　議員 9頁
◎　H３０年７月豪雨・台風２０号・２１号によ
る被害について

◎　小中学校における学習環境の改善について
◎　障がい者雇用について
◎　那賀病院の労働実態について
◎　受動喫煙対策を強化する改正健康増進法成立
◎　京奈和道路根来インター法面崩壊対策について

増 田 浩 二　議員 10頁

◎　台風21号の災害対応について

◎　地蔵池の葦
あし

の穂について

市 來 利 恵　議員 11頁

◎　ブロック塀対策について

◎　国民健康保険制度の充実を

田 畑 昭 二　議員 12頁

◎　高齢者肺炎球菌ワクチンについて

◎　大池親水池公園の環境整備について

8名の議員が市政を問う

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。
＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一 般 質 問

◇一般質問項目の事前公表

　一般質問における質問者・項目については、事前に岩出市
議会ウェブサイトで公表していますので、ご覧ください。

一般質問の傍聴に
お越しください！

いわで議会だより − 4−いわで議会だより



め
、
施
設
整
備
に
は
、
補
助

金
・
交
付
金
等
の
財
源
確
保

は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
も
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
な
が
ら
耐
震
化
等
を
進
め

て
き
た
。
今
年
度
、
補
助
金

の
採
択
を
受
け
、
新
市
民
プ

ー
ル
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。

学
校
施
設
へ
の
空
調
設
備

に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金

を
活
用
し
、
小
中
学
校
８
校

す
べ
て
の
普
通
教
室
に
空
調

設
備
を
設
置
し
て
い
く
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
国
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
改
善
と
、
安
全

安
心
の
確
保
を
図
る
観
点
か

ら
、
必
要
な
財
政
措
置
の
拡

充
、
早
期
内
示
に
努
め
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

②
市
政
懇
談
会
で
の
空
調
設

備
に
対
す
る
要
望
件
数

※
Ｈ
₂₉
年
度　

全
４
件

※
Ｈ
₃₀
年
度　

全
９
件

③
空
調
設
備
の
整
備
に
関
し

て
は
、
以
前
か
ら
夏
休
み
期

間
の
短
縮
を
前
提
に
、
国
と

協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
た
。

空
調
設
備
に
つ
い
て
は
補

助
金
等
、
財
源
確
保
の
ほ
か
、

岩
出
市
市
議
会
議
員
全
員

の
署
名
に
よ
り
、
今
議
会
に

お
い
て
、
岩
出
市
立
小
中
学

校
す
べ
て
の
普
通
教
室
へ
の

空
調
設
備
設
置
の
請
願
書
を

提
出
し
た
。

近
年
の
異
常
な
夏
の
暑
さ

の
中
、
今
年
は
全
国
で
記
録

的
な
猛
暑
と
な
り
、
熱
中
症

に
よ
る
事
故
が
相
次
い
だ
。

そ
ん
な
中
、
愛
知
県
豊
田

市
に
お
い
て
不
幸
な
事
故
が

発
生
し
た
。

事
故
を
受
け
て
、
国
は
、

全
国
の
小
中
学
校
の
普
通
教

室
へ
の
空
調
設
備
設
置
を
支

援
し
て
い
く
と
表
明
し
た
。

岩
出
市
で
は
、
保
健
室
や

音
楽
室
等
の
特
別
教
室
に
は

空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
普
通
教
室
に
は

未
設
置
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
機
会
を
捉
え
、
市
内
小
中

学
校
の
す
べ
て
の
普
通
教
室

に
空
調
設
備
の
設
置
を
進
め
、

児
童
生
徒
の
安
全
で
快
適
に

学
べ
る
環
境
の
整
備
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

こ
う
い
っ
た
現
状
の
中
、

請
願
書
の
趣
旨
に
基
づ
き
、

署
名
し
た
議
員
を
代
表
し
て

市
の
考
え
を
問
う
。

　
空
調
設
備
設
置
と

　
　
　
　
財
源
に
つ
い
て

質
　
問

①
学
校
施
設
関
係
で
は
、
老

朽
化
対
策
等
多
額
の
費
用
が

必
要
に
な
る
が
、
文
部
科
学

省
の
学
校
施
設
に
対
す
る
補

助
金
等
の
現
状
は
ど
う
か
。

②
こ
こ
数
年
間
の
、
空
調
設

備
設
置
に
対
す
る
意
見
・
要

望
数
は
。

③
こ
れ
ま
で
の
空
調
設
備
に

関
す
る
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
今
後
の
方
針
は
。

答
　
弁
　
市
　
長

健
全
財
政
を
堅
持
す
る
た

山本　重信 議員
（郁青青クラブ）

他
の
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
慮
し
、
可
能
な
限
り
早
期

設
置
に
取
り
組
む
。

質
　
問

空
調
設
備
の
設
置
及
び
維

持
管
理
に
係
る
費
用
、
ま
た
、

夏
休
み
期
間
の
見
直
し
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
影
響
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

設
置
費
用
は
、
８
校
で
８

億
円
と
想
定
す
る
。
設
置
後

は
電
気
代
約
₁₀
％
の
増
、
夏

休
み
期
間
に
つ
い
て
は
、
授

業
日
数
と
の
関
係
も
あ
り
、

教
育
委
員
会
に
諮は

か

っ
て
い
く
。

小中学校に
空調設備の設置を

いわで議会だよりいわで議会だより− 5−



コミュニティスクールの概要

読
書
好
き
の
子
供
の
育
成

岩
出
市
で
は
、
教
育
目
標

と
し
て
、
学
力
向
上
と
読
書

活
動
の
推
進
を
目
標
に
児
童

生
徒
が
本
を
身
近
に
感
じ
、

読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
市
立
図
書
館
の
司
書

派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

質
　
問

①
岩
出
小
学
校
の
文
部
科
学

大
臣
表
彰
（
子
供
の
読
書
活

動
優
秀
実
践
校
）
受
賞
の
意

義
と
他
校
へ
の
波
及
効
果
は
。

②
司
書
派
遣
事
業
の
実
施
以

降
の
各
学
校
の
図
書
室
の
状

況
と
貸
し
出
し
冊
数
の
変
化

に
つ
い
て
。

答
　
弁
　
教
育
長

①
読
書
活
動
の
推
進
を
掲
げ

て
い
る
岩
出
市
に
と
っ
て
、

大
変
意
義
の
あ
る
受
賞
と
考

え
て
い
る
。
市
内
の
学
校
図

書
館
の
環
境
整
備
や
読
書
活

動
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
、
岩
出
図
書
館

や
家
庭
、
地
域
の
方
々
と
連

携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

②
司
書
派
遣
事
業
実
施
後
、

配
架
や
掲
示
物
の
充
実
な
ど

環
境
整
備
が
進
み
、
学
校
司

書
が
い
る
こ
と
で
、
あ
か
ず

の
図
書
館
か
ら
開
か
れ
た
図

書
館
へ
と
変
化
し
て
き
た
。

貸
し
出
し
冊
数
で
は
、
岩
出

図
書
館
か
ら
の
団
体
貸
し
出

し
冊
数
に
お
い
て
、
Ｈ
₂₅
年

度
で
は
７５２
冊
で
あ
っ
た
の
が
、

Ｈ
₂₆
年
度
１
，
７
６
８
冊
、

Ｈ
₂₇
年
度
５
，
３
９
８
冊
と

増
加
し
て
い
る
。
今
後
も
、

岩
出
図
書
館
と
連
携
し
て
、

学
校
司
書
を
有
効
に
活
用
し
、

子
供
た
ち
の
学
力
向
上
と
生

涯
を
通
し
て
の
読
書
活
動
充

実
の
基
盤
を
醸
成
し
て
い
く
。

答
　
弁
　
教
育
長

①
都
市
化
や
核
家
族
化
の
進

む
岩
出
市
で
は
、
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
が
課
題
で
あ
る
。

②
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員

は
、
₁₅
名
以
内
で
、
保
護
者
、

地
域
住
民
、
対
象
学
校
の
運

営
に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
、

学
識
経
験
者
、
対
象
学
校
の

校
長
、
教
職
員
、
そ
の
他
教

育
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る

者
の
う
ち
校
長
か
ら
推
薦
を

受
け
、
校
長
か
ら
の
意
見
を

聴
取
し
、
教
育
委
員
会
が
任

命
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
身

分
は
、
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
あ
り
、
委
員
報
酬
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
条
例
化
の

準
備
を
進
め
て
い
く
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
校
長
の
役
割
と
地
域

を
よ
く
知
り
、
関
係
者
を
つ

な
い
で
い
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、

各
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
に
関
す
る
情
報
提
供

と
、
教
育
委
員
会
主
催
の
研

修
会
等
を
計
画
・
実
施
し
て

い
く
。

来
年
度
よ
り
、
市
内
全
小

中
学
校
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

と
は
、
学
校
に
学
校
運
営
協

議
会
を
置
い
て
、
保
護
者
、

地
域
、
企
業
な
ど
の
代
表
が

委
員
と
な
り
、
学
校
運
営
に

参
画
す
る
仕
組
み
で
す
。

質
　
問

①
本
年
度
よ
り
試
行
中
の
小

学
校
に
お
け
る
課
題
は
。

②
学
校
運
営
協
議
会
委
員
の

人
選
と
報
酬
に
つ
い
て
。

③
実
施
に
あ
た
り
、
市
の
指

導
助
言
体
制
は
。

梅田　哲也 議員
（岩出クラブ）

コミュニティ
スクール導入へ

岩出小学校図書室
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積
さ
れ
た
廃
棄
物
は
市
に
よ

る
回
収
を
実
施
す
る
な
ど
、

災
害
の
規
模
や
市
内
の
被
害

状
況
に
応
じ
た
廃
棄
物
処
理

の
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

②
現
在
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
祝
・
祭
日
に
か
か
わ

ら
ず
、
月
曜
日
〜
金
曜
日
は

午
前
八
時
三
〇
分
〜
正
午
ま

で
、
土
曜
日
は
午
前
八
時
三

〇
分
〜
午
後
三
時
ま
で
搬
入

の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
持

ち
込
み
時
間
の
延
長
は
、
市

民
と
業
者
に
よ
る
事
故
を
防

止
す
る
た
め
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

平成 30 年
9 月 1 日
現在
1,654名
各 関 係 機
関 へ の 同
意 件 数 は
377 名

今
後
は
、
事
前
提
供
に
同

意
い
た
だ
い
た
方
の
名
簿
や
、

個
別
支
援
計
画
を
消
防
・
警

察
だ
け
で
は
な
く
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉

協
議
会
あ
る
い
は
、
地
域
の

作
成
や
迅
速
な
罹
災
証
明
書

の
発
行
を
可
能
と
し
ま
す
。

現
在
９００
を
超
え
る
地
方
自

治
体
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
機
関
や
企
業
が
開
発

し
た
同
様
の
シ
ス
テ
ム
の
比

較
検
討
を
行
っ
て
来
ま
し
た

が
、
費
用
対
効
果
も
含
め
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
か
ら
提
供
さ
れ
て
い

る
シ
ス
テ
ム
が
最
も
有
用
で

あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

②
平
成
₂₅
年
の
災
害
対
策
基

本
法
改
正
に
よ
り
、
住
民
が

円
滑
か
つ
安
全
に
避
難
で
き

る
よ
う
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
作
成
や
本
人
同
意

の
上
、
消
防
・
警
察
へ
情
報

提
供
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
、
登
録
者
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。

支
援
者
の
方
々
に
情
報
提
供

し
、
要
支
援
者
の
避
難
体
制

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

③
早
期
の
導
入
に
向
け
て
機

器
や
運
用
環
境
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
　
問

ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て

①
台
風
被
害
や
災
害
後
の
ゴ

ミ
対
策
に
つ
い
て
。

②
持
ち
込
み
ゴ
ミ
の
搬
入
時

間
に
つ
い
て
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
瓦
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の

瓦
れ
き
類
以
外
の
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
や
粗
大

ゴ
ミ
収
集
に
よ
る
処
分
を
お

願
い
し
、
瓦
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
等
の
瓦
れ
き
類
は
、
適
正

処
理
困
難
廃
棄
物
回
収
の
機

会
を
設
け
、
対
応
を
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
災
害
対
策
部
局

と
情
報
を
共
有
し
、
区
自
治

会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
公

園
等
に
仮
置
き
場
を
設
け
集

玉田　隆紀 議員
（公明党議員団）

災
害
対
策
に
つ
い
て

質
　
問

災
害
対
策
に
つ
い
て

①
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の

現
状
と
研
究
結
果
に
つ
い
て
。

②
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
整
備
に
つ
い
て
。

③
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導

入
の
考
え
に
つ
い
て
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験

し
た
兵
庫
県
西
宮
市
が
開
発

し
、
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
被
災
者
台
帳
の
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③
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
も
似
て
い
る
。
わ

か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
愛
称
を
考
え
る
。

文
科
省
の
教
員
勤
務
実
態

調
査
に
よ
る
と
、
過
労
死
認

定
目
安
で
あ
る
、
週
₆₀
時
間

勤
務
が
、
小
学
校
で
３
割
、

中
学
校
で
約
６
割
に
上
る
。

質
　
問

①
教
員
の
事
務
作
業
等
を
代

行
す
る
支
援
員
「
ス
ク
ー
ル

・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
」

の
配
置
状
況
は
。

②
仕
事
の
内
容
は
。

③
未
配
置
の
学
校
に
も
配
置

す
る
考
え
は
。

④
全
国
の
市
区
町
村
の
₇₄
％

で
、
給
食
費
の
徴
収
管
理
を

教
員
が
担
い
、
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
市
で
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
山
崎
小
学
校
、
山
崎
北
小

学
校
、
中
央
小
学
校
に
配
置

し
て
い
る
。

②
学
習
プ
リ
ン
ト
の
印
刷
や

配
布
の
準
備
、
授
業
の
準
備

の
補
助
、
教
育
の
環
境
整
備
、

採
点
業
務
の
補
助
、
学
校
行

事
の
準
備
や
後
片
付
け
等
。

③
来
年
度
に
向
け
、
全
校
に

配
置
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

県
に
要
望
す
る
。

④
市
で
は
、
他
市
に
先
駆
け
、

給
食
費
の
公
会
計
化
や
、
口

座
振
替
納
付
を
実
施
し
、
教

職
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て

い
る
。

近
年
、
自
転
車
事
故
に
よ

る
賠
償
は
高
額
化
し
て
い
る
。

加
害
者
に
と
っ
て
も
被
害
者

に
と
っ
て
も
失
う
も
の
は
大

変
大
き
い
。

質
　
問

①
小
中
学
校
に
お
け
る
安
全

教
育
は
。

②
自
転
車
保
険
加
入
の
啓
発

は
。

③
加
入
率
は
。

④
保
険
料
を
補
助
す
る
考
え

は
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
岩
出
警
察
署
や
交
通
安
全

推
進
協
議
会
な
ど
の
協
力
で
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
交
通
安

全
教
室
を
開
催
。
交
通
安
全

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
学
習

に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

②
教
育
委
員
会
か
ら
自
転
車

保
険
加
入
を
推
奨
す
る
プ
リ

ン
ト
を
配
布
し
、
啓
発
に
努

め
て
い
る
。

③
加
入
率
は
、
小
学
生
７２．７
％
、

中
学
生
８３．７
％
。
小
学
生
は
対

前
年
３．４
％
増
、
中
学
生
は
対

前
年
４．７
％
増
。

引
き
続
き
、
入
学
説
明
会

等
の
機
会
に
説
明
を
す
る
。

④
自
転
車
保
険
は
任
意
保
険

で
あ
る
。
補
助
金
を
交
付
す

る
考
え
は
な
い
。

奥田 富代子 議員
（公明党議員団）

子
育
て
世
代

包
括
支
援
に
つ
い
て

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
ま
で
、
切
れ
目
な
い

支
援
実
施
の
た
め
、
来
年
４

月
に
『
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
』
が
開
設
さ
れ

る
。

質
　
問

①
準
備
状
況
は
。

②
新
た
な
事
業
は
。

③
長
寿
介
護
課
の
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称

と
紛
ら
わ
し
い
。
愛
称
を
つ

け
て
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、

助
産
師
の
配
置
に
向
け
、
新

規
採
用
す
る
。

②
個
別
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
、

出
産
後
２
回
の
産
婦
検
診
、

助
産
師
や
保
健
師
に
よ
る
訪

問
、
産
科
や
助
産
院
で
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
宿
泊
に
よ
り
、

母
体
管
理
や
生
活
面
の
指
導
。
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届
け
出
を
し
て
頂
い
て
い
る
。

学
校
・
庁
舎
内
の
禁
煙

対
策
に
つ
い
て

質
　
問

受
動
喫
煙
対
策
が
強
化
さ

れ
敷
地
内
禁
煙
の
学
校
や
病

院
、
行
政
機
関
等
が
全
面
的

な
禁
煙
と
な
る
。

①
喫
煙
室
を
ど
う
す
る
の
か
。

②
学
校
内
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
法
律
の
公
布
後
適
切
に
対

処
す
る
。
今
あ
る
喫
煙
場
所

は
撤
去
す
る
。

職
員
の
勤
務
中
の
喫
煙
は

慎
む
よ
う
周
知
徹
底
し
た
い
。

憾
の
表
明
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
市
　
長

①
改
正
前
は
満
た
し
て
い
た

が
改
正
時
点
で
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

雇
用
率
を
確
保
し
た
い
。

再
々
質
問

市
と
し
て
、
反
省
は
な
い
、

遺
憾
と
も
言
わ
な
い
。
素
直

に
謝
罪
を
す
べ
き
で
あ
る
。

小
中
学
校
の
ク
ー
ラ
ー
設
置

生
理
中
の
プ
ー
ル
授
業

に
つ
い
て

質
　
問

①
冷
暖
房
の
設
置
は
和
歌
山

市
・
紀
の
川
市
で
は
す
で
に

完
備
し
て
い
る
。

敏
速
に
対
応
す
べ
き
だ
。

②
女
子
児
童
の
生
理
中
の
プ

ー
ル
授
業
に
つ
い
て
強
制
は

な
い
の
か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
他
に
も
多
額
の
費
用
を
要

す
る
事
業
も
あ
り
、
バ
ラ
ン

ス
も
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て

行
く
必
要
が
あ
る
。
設
置
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
早
期
設
置
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

②
強
制
は
し
て
い
な
い
。
全

学
校
で
体
調
不
良
の
場
合
は

質
　
問

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
、

中
央
省
庁
で
水
増
し
、
重
大

な
不
正
が
発
覚
し
た
。

地
方
自
治
体
も
法
定
雇
用

率
が
決
め
ら
れ
、
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。
誰
も
が
能
力

を
生
か
し
、
働
け
る
環
境
を

整
備
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

①
障
が
い
者
雇
用
促
進
法
に

定
め
て
い
る
雇
用
者
の
現
状

は
ど
う
か
。

②
障
が
い
者
手
帳
を
持
た
な

い
対
象
の
参
入
は
な
い
の
か
。

③
市
と
し
て
、
法
の
順
守
・

啓
発
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
市
の
雇
用
者
数
は
、
Ｈ
₃₀

年
６
月
１
日
現
在
で
３
名
で

す
。
そ
の
他
は
₄₀
人
未
満
で

す
の
で
対
象
に
な
ら
な
い
。

那
賀
病
院
は
３
名
で
す
。

②
手
帳
の
あ
る
者
の
み
を
参

入
し
、
持
た
な
い
者
は
参
入

し
て
い
な
い
。

③
現
在
、
市
で
は
改
正
に
伴

う
率
の
上
昇
に
よ
り
雇
用
者

数
を
満
た
し
て
い
な
い
。

再
質
問

①
雇
用
率
を
満
た
し
て
い
な

い
事
に
対
し
て
、
責
任
と
遺

尾和　弘一 議員

答
　
弁
　
教
育
部
長

②
Ｈ
₁₄
年
度
か
ら
全
小
中
学

校
敷
地
内
を
禁
煙
と
し
て
い

る
。

今
後
、
一
層
徹
底
し
て
い
く
。

京
奈
和
道
根
来
イ
ン
タ
ー

法
面
崩
壊
に
つ
い
て

質
　
問

イ
ン
タ
ー
か
ら
進
入
し
約

１００
メ
ー
ト
ル
の
法
面
が
崩
れ

シ
ー
ト
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

る
。
対
策
を
求
め
る
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

今
年
₁₀
月
か
ら
復
旧
工
事

に
着
手
し
、
Ｈ
₃₁
年
２
月
末

の
工
期
と
国
交
省
近
畿
整
備

局
か
ら
聞
い
て
い
る
。

京奈和道の法面　崩壊

玄関口にある喫煙室

障がい者雇用不足
市も法違反
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使
用
で
き
ず
、
安
全
な
総
合

体
育
館
で
給
水
を
行
っ
た
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

④
ご
み
分
別
冊
子
に
よ
る
受

け
入
れ
を
行
い
、
瓦
れ
き
類

は
適
正
処
理
困
難
廃
棄
物
回

収
、
そ
れ
以
外
は
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、
粗
大
ご
み
収
集

処
分
を
伝
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
災
害
発
生
の
廃

棄
物
処
理
方
法
を
改
め
て
市

民
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

答
　
弁
　
市
　
長

⑤
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
無
料
配

布
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

⑤
被
災
者
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

配
布
の
考
え
は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
道
路
の
通
行
止
め
５
件
、

罹
災
証
明
書
の
申
請
は
９
月

₁₃
日
時
点
で
１０３
件
。

②
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

₇₅
名
、
総
合
体
育
館
₂₈
名
、

岩
出
地
区
公
民
館
₂₅
名
、
上

岩
出
地
区
公
民
館
₁₅
名
な
ど

市
全
体
で
１７２
名
。

職
員
は
、
各
避
難
所
に
原

則
１
名
、
夜
間
２
名
を
配
置
。

答
　
弁
　
上
下
水
道
局
長

③
公
民
館
を
当
初
給
水
拠
点

の
予
定
で
し
た
が
、
停
電
で

質
　
問

①
台
風
₂₁
号
に
お
け
る
岩
出

市
内
の
状
況
は
。

②
各
避
難
所
の
実
態
状
況
と

職
員
の
配
置
体
制
面
は
。

③
総
合
体
育
館
で
給
水
が
さ

れ
た
が
、
給
水
対
応
面
で
の

検
証
と
課
題
は
。

④
台
風
に
お
け
る
瓦
れ
き
処

理
は
、
市
が
処
理
回
収
し
て

く
れ
る
と
住
民
は
思
っ
て
い

ま
す
。
取
り
扱
い
方
法
な
ど

改
め
て
周
知
を
行
う
べ
き
と

考
え
ま
す
。

埋
め
立
て
ら
れ
活
用
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
全
面

的
な
活
用
を
含
め
た
対
応
の

中
で
葦あ

し

被
害
の
解
消
も
考
え

て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

①
従
来
か
ら
地
蔵
池
の
堤
防

の
除
草
は
、
水
利
組
合
で
年

２
回
実
施
し
て
い
る
が
、
貯

水
面
は
実
施
し
て
い
な
い
。

市
は
、
再
三
対
策
を
行
う

よ
う
要
請
す
る
も
実
施
さ
れ

質
　
問

①
地
蔵
池
の
池
全
体
に
葦あ

し

が

生
い
茂
り
、
穂
が
周
辺
に
飛

び
散
る
被
害
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
行
政
に
お

い
て
も
水
利
権
者
と
話
し
合

い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
状
況

が
十
数
年
来
続
い
て
き
て
い

ま
す
。
解
決
策
を
。

②
地
蔵
池
は
、
上
岩
出
保
育

所
の
駐
車
場
と
し
て
も
一
部

な
い
こ
と
か
ら
、
Ｈ
₂₈
年
４

月
₂₁
日
に
文
書
指
導
を
行
い
、

Ｈ
₂₈
年
₁₂
月
₂₇
日
に
市
政
懇

談
会
の
意
見
や
要
望
、
除
草

に
つ
い
て
、
水
利
組
合
長
に

強
く
お
願
い
し
て
い
る
。

し
か
し
、
改
善
さ
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
Ｈ
₂₉
年
２
月
₂₇

日
に
市
役
所
で
水
利
権
放
棄

の
話
し
合
い
も
行
っ
た
が
、

結
論
に
至
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

②
現
在
、
地
蔵
池
を
活
用
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
蔵
池
、
葦あ

し

被
害
解
決
策
を

増田　浩二 議員
（日本共産党議員団）

ブルーシート
被災者に配布は

地蔵池
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国
保
税
子
育
て
世
代
の
軽
減
策
を

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
と
判
断
し
、

撤
去
回
収
を
進
め
て
い
る
。

質
　
問

通
学
路
、
学
校
区
ご
と
の

調
査
結
果
は
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

岩
出
小
学
校
区　
　

₁₂
カ
所

山
崎
小
学
校
区　
　

３
カ
所

山
崎
北
小
学
校
区　

１
カ
所

根
来
小
学
校
区　
　

₁₀
カ
所

上
岩
出
小
学
校
区　

８
カ
所

中
央
小
学
校
区　
　

１
カ
所

県
立
那
賀
高
校
周
辺
６
カ
所

中
央
幼
稚
園
周
辺　

７
カ
所

対
象
世
帯
に
対
し
、
支
援

補
助
制
度
な
ど
に
関
す
る
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、
撤
去
改
修

に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い

る
。

質
　
問

５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
外
の

通
学
路
、
一
般
道
の
対
策
は

ど
う
か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

市
と
し
て
も
課
題
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
市
内
全
域
の

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
ど
れ
ぐ

ら
い
の
件
数
に
な
る
の
か
把

握
で
き
な
い
の
が
現
状
。

国
・
県
な
ど
の
補
助
金
に

よ
る
財
源
確
保
が
前
提
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

社
会
保
険
の
場
合
、
収
入

に
応
じ
た
保
険
料
を
労
働
者

と
会
社
が
折
半
し
、
扶
養
家

族
が
何
人
で
も
保
険
料
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国

保
税
に
は
、
家
族
の
数
が
増

え
れ
ば
保
険
料
を
加
算
し
て

い
く
均
等
割
と
い
う
仕
組
み

が
あ
り
、
そ
れ
が
子
育
て
世

代
な
ど
、
家
族
の
多
い
世
帯

の
保
険
料
を
高
騰
さ
せ
る
重

大
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

質
　
問

①
子
ど
も
に
係
わ
る
均
等
割

保
険
料
を
軽
減
す
る
支
援
制

度
の
考
え
に
つ
い
て
。
市
の

考
え
は
。

②
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
に

踏
み
出
す
自
治
体
が
全
国
各

地
で
増
え
て
き
て
い
る
。

岩
出
市
で
も
実
施
を
。

答
　
弁
　
市
　
長

①
全
国
市
長
会
に
お
い
て
、

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
子
ど
も
に
係
わ

る
均
等
割
保
険
料
を
軽
減
す

る
支
援
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
、
国
に
要
望
し
て
い
る
。

②
市
独
自
の
施
策
と
し
て
、

子
ど
も
の
均
等
割
額
を
減
免

し
た
場
合
、
現
行
の
制
度
で

は
、
財
源
を
他
の
被
保
険
者

な
ど
が
負
う
こ
と
に
な
り
、

公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る

と
考
え
る
。

市
と
し
て
、
引
き
続
き
県

や
市
長
会
な
ど
を
通
じ
、
支

援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
国

に
要
望
し
て
い
く
。

市來　利恵 議員
（日本共産党議員団）

質
　
問

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
緊
急
安
全

点
検
の
結
果
と
対
策
は
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

根
来
小
学
校
の
粉
河
加
太

線
沿
い
と
プ
ー
ル
に
面
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
。

山
崎
小
学
校
の
南
門
右
側
、

西
門
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
。

曽
屋
教
育
集
会
所
の
敷
地

左
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
。

上
岩
出
保
育
所
の
北
側
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
。

根
来
保
育
所
の
南
側
ブ
ロ

ッ
ク
塀
。 危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀対策

を

いわで議会だよりいわで議会だより− 11 −



制
度
の
周
知
徹
底
を
行

う
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

Ｈ
₂₆
年
度
か
ら
Ｈ
₂₉
年
度

の
4
年
間
で
対
象
者
１
０
，

３
８
0
人
、
接
種
者
４
，
２

０
８
人
、
接
種
率
４０．５
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
岩

出
市
の
医
療
費
削
減
効
果
に

つ
い
て
は
、
削
減
額
を
試
算

す
る
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
正

確
な
数
字
を
試
算
で
き
な
い

が
、
国
の
試
算
か
ら
も
、
岩

出
市
に
お
い
て
も
一
定
の
医

療
費
削
減
効
果
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。

当
市
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業
は
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
国

が
定
め
る
内
容
で
実
施
し
て

お
り
、
救
済
措
置
は
市
単
独

事
業
と
な
る
た
め
、
他
の
保

健
福
祉
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス

も
あ
り
、
現
在
の
所
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
制
度
の
周
知

徹
底
は
行
っ
て
い
き
ま
す
。

大
池
公
園
の
環
境

整
備
を
。

質
　
問

・
水
栖
大
池
公
園
は
現
在
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
市

民
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、

美
し
く
整
備
さ
れ
、
感
謝

い
た
し
ま
す
。

利
用
者
も
多
く
な
り
、
夜

間
で
の
散
歩
者
も
増
え
、

安
全
面
か
ら
も
池
の
北
側

に
外
灯
の
設
置
が
必
要
で

は
な
い
か
。

・
北
西
側
の
駐
車
場
は
、
現

在
、
水
利
組
合
の
管
理
で

あ
る
が
、
市
民
の
方
も
利

用
出
来
る
よ
う
に
交
渉
出

来
な
い
か
。

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
木
陰
と

な
る
様
な
大
き
な
木
の
植

樹
は
で
き
な
い
か
。

・
公
園
北
側
の
用
水
路
は
浅

く
、
魚
や
蛍
の
幼
虫
な
ど

の
住
み
家
と
し
て
、
常
時

水
が
流
れ
て
い
る
環
境
を

つ
く
れ
な
い
か
。

外
灯
は
地
元
の
総
意
あ

れ
ば
検
討
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

新
た
に
北
側
に
外
灯
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
が
、
地

元
の
総
意
が
あ
れ
ば
検
討
す

る
。公

園
の
北
西
側
の
駐
車
場

は
地
元
と
の
協
議
に
よ
り
公

園
と
し
て
の
駐
車
場
は
必
要

な
い
と
言
う
意
見
に
よ
り
、

市
の
駐
車
場
と
す
る
考
え
は

な
い
。

木
陰
と
な
る
木
の
植
樹
の

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

北
側
の
用
水
路
は
、
小
田

井
用
水
路
か
ら
の
取
水
と
な

っ
て
お
り
、
通
水
時
期
の
み

で
、
常
時
利
用
は
困
難
で
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

救
済
措
置
を

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

救
済
措
置
を

質
　
問

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
事
業
に
つ

い
て
、
Ｈ
₂₆
年
度
〜
Ｈ
₂₉

年
度
の
岩
出
市
の
定
期
対

象
者
の
接
種
率
は
。

・
厚
労
省
よ
り
、
₆₅
才
の
方

全
員
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
す

る
事
で
、
５
，
１
１
５
億

円
の
医
療
費
削
減
が
あ
る

と
試
算
さ
れ
て
い
る
が
、

岩
出
市
に
置
き
換
え
る
と
、

い
く
ら
の
削
減
効
果
に
な

る
か
。

・
一
度
も
助
成
制
度
を
利
用

し
た
こ
と
の
な
い
「
接
種

出
来
な
か
っ
た
市
民
」
の

為
の
対
策
と
し
て
、
救
済

措
置
を
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

田畑　昭二 議員
（公明党議員団）
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おかげさまで

１０月２４日（水）、岩出市議会がさらに活性化するよう、

株式会社 地方議会総合研究所代表取締役の廣瀬和彦氏を講

師に招き「議会運営について」をテーマに講義を受けました。

現在の議員構成になり約１年半が過ぎましたが、今後より一層研
けん

鑽
さん

していきたいと思います。

全議員研修会を実施しました

いわで議会だよりでは、表紙の写真
イラストを募集しています。
詳しくは、岩出市議会ウェブサイト

（裏表紙参照）をご覧ください。

平成 18 年４月１日の市制施行に伴い、平成 18 年５月１日に「いわで市議会だより」として
第 1 号が発行されてから、第 17 号で紙面のリニューアルを行い、「いわで議会だより」となり、
おかげさまで第 50 号を迎えました。

取材やお写真などでご協力いただきました、市民の皆様に心からお礼申し上げますとともに、
今後とも「市民の皆様と共に親しまれる紙面づくり」を心がけてまいりますので、引き続きご愛
読いただきますよう、お願い申し上げます。

平成 24 年 12 月
には第 25 回近畿
市町村広報紙コン
クールで、奨励賞
を受賞しました！

いわで議会だよりいわで議会だより− 13 −

50祝
号

第
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小中学生から
岩出への想い

特集

（委 員 長）　山本　重信　（副委員長）　市來　利恵
（委　　員）　福山　晴美　福岡　進二　田中　宏幸　三栖慎太郎　奥田富代子　尾和　弘一

議 会 広 報 常 任 委 員 会

●第4回定例会（12月議会）日程
午前9時30分から

11月30日（金）行政報告･議案説明

12月 6日（木） 質疑・委員会付託

14日（金） 討論・採決

18日（火） 一般質問

19日（水） 一般質問

上
岩
出
小
学
校
　
六
年  

坂
梨 

乃
愛 

さ
ん

岩
出
市
は
、
と
て
も
素
敵
な
と
こ
ろ
で
す
。

誰
も
が
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
が
数

多
く
あ
り
、
様
々
な
世
代
の
人
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
は
と
て
も
優
し
く
、
あ
い
さ
つ
活
動

や
登
下
校
時
の
見
守
り
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
場
面
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。『
人
を
愛
し
助
け
あ
う
笑
顔
の
ま
ち
』
岩
出
市
が
、

こ
れ
か
ら
も
、
素
敵
な
と
こ
ろ
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
。
私
は
そ

う
願
っ
て
い
ま
す
。中

央
小
学
校
　
六
年  
吉
田 

理
子 

さ
ん

  

私
は
小
学
校
２
年
生
の
時
に
岩
出
市
に
引
っ

越
し
て
来
ま
し
た
。
新
し
い
町
に
不
安
を
抱

え
な
が
ら
、
生
活
を
始
め
て
み
る
と
ビ
ッ
ク

リ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
笑
顔
で
私
に
話
し
か
け

て
く
れ
て
、
す
ぐ
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
岩
出
市
に
は

親
し
み
や
す
い
人
が
多
い
ん
だ
な
と
思
い
、
心
が
温
か
く
な
っ
た

こ
と
が
大
切
な
思
い
出
で
す
。
そ
ん
な
岩
出
市
は
、
私
に
と
っ
て

と
て
も
居
心
地
が
良
い
場
所
で
す
。

★第 4 回定例会（12 月）の本会議開催予定日は、　次のとおりです。ぜひ、傍聴にお越しください。

岩出市議会ウェブサイト
http://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの
バーコードリーダーで読み取ると、  
議会ウェブサイトにアクセスでき
ます。

QRコード
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